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新潟 RC 9 月第 ２例会 (2013.9.10) №3008 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 山本 正治会長挨拶 

時間の経つのは速いもので、会長になってはや 2 か月半を

経過しました。会長として平穏な日々を過ごせることを感

謝しております。今日は“閑話休題”に近い内容ですが、

「ロータリークラブに関わる川柳」について紹介します。

川柳の中から、ロータリー活動の歴史的変遷などをご理解

いただければ幸いです。 
 
 インターネットで、ロータリークラブ、川柳と入力する

と元松戸ロータリークラブ会員ブログのロータリー川柳に

ヒ ッ ト し ま す 。 こ の 中 か ら 紹 介 し ま す 。

（http://www.tante2.com/rotarysenryu-d.htm#sohsei） 
 
１．友情による団結 
１）ロータリー 最初は商売 どうすんべ 
 ロータリークラブ創設者の４人は集まってはみたものの

これからどう会を運営していくか悩んだに違いありません。

まずは商売上の互助互恵でしたが、それからどうすべきな

のでしょうか。その光景を詠んだ川柳です。 
２）偉い人 いなかったからこそ 今があり 
 アメリカでは会員みな平等で日本社会のように“お偉い

さん”がいなかったから発展したのでしょうか（作者の説

明）。日本は“縦社会”、アメリカは“横社会”と言われて

いますが、日本のロータリークラブでは会員みな平等です。

特にクラブ奉仕では重要です。 
 
２．職業奉仕から社会奉仕へ 
１）ロータリー 奉仕はあとから 貨車で来た 
 ロータリークラブは職業奉仕から始まりました。しかし

商売用の互助互恵だけでは限界がありました。その後会員

同士の論争を経て社会奉仕に向かいました。この論争が今

日の発展につながったと考えます。「貨車で来た」のせりふ

は原作者がこの句を詠んだ時代に起因しています。政治

家・春日一幸（民社党）の名せりふです。「理由など後から

貨車山積みでついて来る」 
２）稼ぎ方 よりも撒きかた 気にしだし 
 商売上の互助互恵に始まったロータリークラブも、あり

方論で職業奉仕派と社会奉仕派が激論を戦わせます。その

結果社会奉仕派が勝ち、１９２３年、決議２３－３４とな

ります。しかしこの決議が今日のロータリーの発展を見る

きっかけとなりました。 
３）俺がやる みんなでやるで 大騒ぎ 
 社会奉仕は個人でやるか会員全体でやるかの論争が起き

ました。方針の違いから１９１７年にロータリークラブの

一部会員が分かれてライオンズクラブができました。私は、

ロータリーは I serve.（個人奉仕）、ライオンズは We serve.
（団体奉仕）と教わりました。しかし今は古語となってい

ます。 
 
４）昼飯の 会かと思えば 奉仕あり 
 戦前のロータリークラブでしょうか。しかし世の中には

まだ誤解している方々がいるようです。 
５）Ｆｏｕｒテスト 四つまとめて セット売り 
 四つのテストは４つで一組です。「バラ売りはできませ

ん」との皮肉（作者の説明）。私の個人的感想として、この

四つのテストはなじめません。むしろ日本の社是・社訓に

合わせた“英語の超訳”が必要です。私なら①正確な情報

提供、②公平・公正、③信用・信頼、④顧客第一・社会貢

献と訳します（『四つのテストと社是・社訓』を参照）。 
６）バラマキが 職業奉仕を 押しつぶし 
 地道な職業奉仕より派手な社会奉仕が注目されるように

なりました。この現実を皮肉った川柳です。 
 
３．現在のロータリークラブ 
１）例会（霊界）を 出て裟婆の風 あてなおし 
 理想と現実のギャップに悩むロータリアンの姿を詠んだ

川柳です。私は本音を語る作者を尊敬します。 
２）ロータリー 歌う前から 鐘一つ 
 ２５６０地区元幹事小山楯夫さんによる『ガバナー月信』

（2012 年）の中の一句です。ロータリーの現状を嘆いてい

ます。 
 
４．私も一句 
 私も一句投句したくなりました。 
１）出戻りを 優しく包む ロータリー 
 私はロータリーに育てられました。長いこと、活動を中

止していましたが再開しました。これからもよろしくお願

いします。 
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(3) ビジターの紹介 

松本英明君(浪江 RC) 

(4) ロータリーの友紹介（田中堅一郎広報委員） 

(5) 新会員の紹介 

 

 

 

 

東北電力(株)新潟支店長の坂本光弘と申します。今

年の 6 月 26 日付で着任しました。約 20 年振り 2 回目

の勤務となります。前職は本社の総務部長で，東日本

大震災の際は，非常災害対策本部の事務局として対

応に当たりました。出身は，秋田県南の横手市で，

「かまくら」祭りなどが行われる雪の多いところです。家

族は，妻と娘二人で，前回勤務の時は，家族で新潟

に住んでいましたが，今回は単身赴任です。性格は，

自分では大雑把だと思っていますが，家族からは細

かいと言われています。趣味は，読書と園芸で，プラ

ンターに花を植えて楽しんでいます。新潟ロータリー

クラブの皆様には，何かとお世話になるかと思います

が，どうぞよろしくお願いいたします。 

(6) 表彰等 

・２０１２-１３年度財団寄付、年次総計寄付額地区内第

1 位表彰状披露 

・２０１２-１３年度財団寄付、一人当たり年次寄付額第

４位表彰状披露 

(7) 委員会報告 

・桑原隆社会奉仕委員長 ９月８日に「あしなが事業」

を開催し会員事務局あわせて１３名、 交通遺児のご

家族が１５名、合計２８名の参加でした。 白根グレー

プガーデンで、大きな葡萄を一房づつ収穫した後、 

バーベキュー、ビンゴゲーム、じゃんけんゲーム等で

大いに盛り上がりました。 参加ご家族の皆さんも、心

打ち解け十分楽しんでいたご様子で、帰りには笑顔

で手を振っての解散となりました。ご協力頂きました皆

様に御礼申し上げます。  

・高木言芳職業奉仕委員長 10 月29 日例会終了後、

新潟駅付近連続立体交差事業見学会を行います。後

日、事務局よりご案内をお送り致しますので、奮って

ご参加願います。 

(8) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(織戸 潔副委員長) 

伴 昭彦君  

米山奨学会寄付発表(佐藤 紳一副委員長) 

徳永 昭輝君  

青少年育成基金寄付発表(山田 隆一副委員長) 

高橋 清文君  後藤 司郎君 

(9) ニコニコボックス紹介 

・松本 英明君 ８月３０日長男夫婦に子供(孫)が誕生しま

した。９月１５日次男が結婚式を挙げます。二重の喜びに

ニコニコします。 

・横山 芳郎君 医師会から長年の勤務ごくろうさんというこ

とで先週表彰をうけました。歳をとるとこういうニコニコする

ことがあるものです。 

・大澤 強君 ２０２０年東京オリンピック決定、加えてレスリ

ング存続にバンザイ、ニコニコしています。 

・高橋 秀松君 過日の IM でのクイズ大会におきまして新

潟 RC 歴代３幹事で出場しました。奮闘むなしく最階位 ブ

ービーメーカーになってしまいました。 

・小田等社会奉仕担当理事、桑原隆社会奉仕委員長 ９月

８日交通遺児を励ます事業が皆様の協力のおかげで無事

終了しました。参加ご家族のニコニコ顔にニコニコします。 

・佐野 晃之君 ９月８日 交通遺児のための葡萄摘みとバ

ーベキューの集いが行われました。参加のご家族と子供さ

ん方にも楽しんで頂けたかと思います。桑原社会奉仕委員

長選定の果樹園は広く、美味しく楽しく、さすがのセレクト

でした。山本会長、小田社会奉仕担当理事はじめ諸先輩

方、事務局大倉さんのご配慮にも感謝、私も副委員長とし

て勉強させていただきました。加えて、昨夜片貝の花火大

会に出かけました。人々の想いのこもった大輪が秋の夜空

に輝きお腹の底に響きました。間近で見られて感激、ニコ

ニコします。 

・金親 顯男薫 前任の大山さんに続いて、同郷秋田県出

身の坂本さんの入会を祝してニコニコします。 

・渡辺 洋一君  本日入会されます坂本光弘さんの入会

を感激してニコニコします。 

・鈴木 滋弥君 何年ぶりかで会員スピーチをやらせて頂

きますので。 

(10) 幹事報告(若槻 良宏幹事) 

・例会終了後、新会員オリエンテーションを４階『雪椿の間』

で開催致します。 

 

(11) 会員スピーチ「リスボン報告」 

日電商会 相談役 鈴木 滋弥君 

(12) 本日の出席率 ７５．００ ％ 

(2週間前メーク後 ８４．８９ %) 

 

９月１７日の例会予定 

会員スピーチ「ICTの利活用で地域を元気に」 

NTT東日本理事 新潟支店長 佐野晃之君  

東北電力（株）新潟支店 

上席執行役員新潟支店長  

坂本 光弘  

親睦委員 



２０１３年「あしなが事業」報告 
社会奉仕委員会 

  
９月８日「あしなが事業」として毎年実施しております交通遺児のための事業を行いました。参加者

は６家族１５名、ロータリアン１２名、事務局の総勢２８名でした。 
１０時３０分に新潟駅南口よりバスにて出発し、途中山本会長よりロータリーの活動紹介、各ロータ

リアンからの自己紹介を交え、白根グレープガーデンに到着。 
甘い巨峰の葡萄狩りを体験してもらった後、バーベキューの昼食を囲みました。食事後はビンゴゲー

ムやじゃんけん大会で盛り上がり、短いひとときでしたが、参加ご家族、お子さんたちの笑顔、楽し

んでもらえたことがうかがえました。 
ご参加の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白根グレープガーデンに到着、係の方より園内の説明をして頂きました。 

葡萄の摘み方を教えて頂き、いよいよ、お気に入りの一房を探しに出発しました。 

富士山の溶岩焼きバーベキューは、とても美味しかったです。 


